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ITCにおいて、REBOKがどの程度活用できるものかを調査し、また、REBOKを活用
するために、ITCとしてのプラクティスの例を挙げ、ITCとしてREBOKを活用できるノ
ウハウをまとめる。
REBOKにより、IT戦略策定フェーズ～IT導入フェーズ前半までを最低限の品質を
担保できることにより、ITCの品質を保持できる。
ITCによるREBOK(要求工学知識体系)適用研究は、以下のポイントで調査・研究を
実施した。
(1) ITC向けのREBOKの簡単な概要。
(2)PGLとREBOKのマッピング。
(3)過去の事例から、REBOKの一部に該当するところの事例。
(4)REBOKを活用するためのプラクティスの列挙。
この結果、情報システム導入におけるユーザ側の要求を合目性・整合性を持っ
て、システムを実現することは、ユーザ企業およびITベンダ企業においては、今も
重要な課題である。昨今、報じられるシステムトラブルの主要な要因のひしつとし
て、要求フェーズにおける曖昧さがあげられているが、超上流工程をカバーする
ITCが、REBOKを活用し、顧客に、品質の高い要件定義書を策定させることができ
る。
※REBOKとは、JISA(一般社団法人情報サービス産業協会)が発表したREBOK(要
求工学知識体系)である。
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